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☆睡蓮開花時間　午前中～１４：００ごろ
　　　（日照や気温に左右されます）

　バラの香りに包まれる園内で優雅な一日を過ごしませんか？
　水の庭のアーチ・花の庭のアーチ・小庭園のバラ・・・園内各
所に様々な種類のバラが開
花！！今年のバラは一段
と見どころいっぱ
い！！ぜひご来園
ください。

　水の庭で咲き始めた温帯性睡蓮は１０月ごろまでお
楽しみいただけます。５月はバラと睡蓮が同時にお楽
しみいただける素敵な時期です。

５月３１日まで開催中

【お問い合わせ・ご予約】
北川村「モネの庭」マルモッタン
〒７８１－６４４１
高知県安芸郡北川村野友甲１１００番地
緯0887－32－1233　姉０８８７－３２－１２４３
http://www.kjmonet.jp/
定休日：毎週火曜日

モネの「花図鑑」～バラの章～モネの「花図鑑」～バラの章～

睡蓮シーズンを迎えます♪睡蓮シーズンを迎えます♪

番地
７－３２－１２４３

5月・8月は無休♪5月・8月は無休♪

♪関連フェア♪
◎ＳＨＯＰ　　
　バラ関連グッズコーナー設置
◎フラワーハウス　
　バラ苗販売
　（バラ苗クロード・モネ数量限定販売）
◎手づくり工房　
　バラパフェ販売

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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　昭和５年に板垣正は、尾﨑旦の子になりました。
　彼は、太平洋戦争中に旧制日比谷高校を卒業し、世界の状況を判断し東京大学
文学部には入学せず、早稲田大学理工学部に入学して終戦を迎えました。
　理工学部を卒業後、再度早稲田大学法学部に入学します。卒業後は、銀行勤務を
経て、会社経営をしました。
　彼は、吉田茂総理大臣と交流し、今は焼失した大磯の別荘をよく訪問したそうで
す。
　尾﨑正は、今年で８８歳になりますが、健在です。

（尾﨑雅洋）

中岡慎太郎先生顕彰会だより

　３月は１５日の開店（金・土・日曜）で、中岡慎太郎先生顕彰会事務
所・売店への来店者数は、４７６人でした。
　九州から北海道まで全国各地からおいでてくれました。来店者
の中には、慎太郎の足跡を訪ねるために、わざわざ奈半利駅から歩
いて訪れ、帰りは「またきっと柏木に来ます」と言って「向学に道」を
歩いて帰られた男性もいます。
　年間来店者数は、３，２７９人でした。これも「ＮＰＯ法人ホップあ
きの会」の皆様や村内外の皆様のご支援のおかげです。
　これで、過去４年間の累計来店者は、３２，３５９人になりました。

１．中岡慎太郎・板垣退助と
　　　尾﨑旦の子：尾﨑正について

２．３月の来店者４７６人、年間来店者３，２７９人、累計３２，３５９人

「慎太郎柚園」入り口の工事

取り付け予定の「慎太郎柚園」の看板

３．「柚園」入り口工事完成
　中岡慎太郎先生顕彰会が
「慎太郎柚園」として、整備をし
ている園への道路が、３月２５
日より村の補助で工事に取り
かかりました。
　そして、４月はじめに仕上が
りました。後は、顕彰会が整備
を続けて、看板や屋根付きのベ
ンチ等を設置して訪れやすい
「慎太郎柚園」にしていきます。

島村策吾記念碑前を清掃する

（１） 「春の観光に向けて」策吾記念碑、生家周辺を美しく
　中岡慎太郎先生顕彰会は、３月３０日（土）に「春の観光に向けて」１５人で島村策吾記念碑、
生家周辺と遺髪墓地を清掃しました。
　４月１３日に行われる「第１７５回生誕祭」に向けて、環境も良くなりました。

（２）大林幸二さんの『維新の若虎』が「ユーチューブ」で見られます
　歌手大林幸二さんが中岡慎太郎の生涯を歌って大好評の『維新の若虎』の曲が、「ユー
チューブ」で見られます。ぜひ検索してみてください。

（３）２５年度の「中岡慎太郎先生顕彰会費」納入をお願いします
　２５年度の会費納入をお願いしています。現在、９０人の方が納入済みです。まだの方は、口
座振り込みか、直接「中岡慎太郎先生顕彰会事務所」までお願いいたします。

（４）２５年度の新会員を募集中です
　「中岡慎太郎先生顕彰会」は、一緒に顕彰活動をしてくださる「平成２５年度会員」を募集し
ています。４月に８人の新会員がありました。入会ご希望の方は、事務所までご連絡ください。

中岡慎太郎先生顕彰会事務局　☎３８－２４１３中岡慎太郎先生顕彰会事務局から中岡慎太郎先生顕彰会事務局から

曾
祖
父
板
垣
退
助
と
尾
﨑
正

（
尾
﨑
正
80
歳
：
平
成
17
年
撮
影
）

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
事
務
所
前
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　日本の花見といえば春や桜や新年度の初めという印象が多いと思います。日本の代表である桜という花は毎

年春になると日本の各地で美しい花を咲かせ、人々が楽しくお花見をし、冬とさようならして、暖かい天候を

迎えます。

　

　台湾にも四季があり、日本と比べると年間を通して温暖な気候です

が、春の時期は３月から４月までといってもかなり短くて暖かく、よ

くお盆休みと春休みを合わせて花見をする人が多いです。しかし、台

湾のお花見をする習慣は日本と違って、桜の下に座ったり、食べたり、

飲んだりすることではなくて、家族や友達などと歩きながら花を観賞

して、写真を撮ったりすることが台湾人にはお花見ということです。

　台湾を代表する花は油桐花という花ですが、日本ではアブラギリと

呼ばれます。台湾北部の特に客家人（客家とは、客家語を共有する漢

民族）が多い地域の野山に植生しています。油桐花は桜の花の形に似

た花弁をもち、白い花は芯の部分が赤いのと黄緑であり、花が落ちる

と地面が真っ白になることから、四月雪や五月雪とも呼ばれることが

あるそうです。台湾中北部である苗栗県では、毎年４月下旬から５月

中旬まで「客家油桐花（アブラギリ）祭り」が開催されます。今年は

春先の気温が高かったことから、苗栗県の各地ではすでに次々と開花

し始めている油桐花の白いきれいな花が満開になりました。

　

　南半球にあるオーストラリア

の季節は日本と正反対であり、

桜が咲いて「お花見」するのが

４月ごろではなく、１０月末辺り

になります。しかし、オースト

ラリア人はお花見するよりピク

ニックをする習慣があります。オーストラリアならJacarandaという花ですが、紫の花を咲かせる凄くきれいな

植物で、亜熱帯地区に自生する植物だそうです。桜のように家庭の庭で、街のあちこちで、街路樹にもよく使

われて、街全体が紫色になります。日本の花見と比べれば、花の付いている期間が圧倒的に長いのが特徴で、ジャ

カランダのシーズンは地域によってほぼ１０月と１１月、１カ月以上続きます。

　

　私も今年の花見はいつもと違って、英会話のみんなと安芸駅から赤野・桜浜まで楽しくサイクリングで過ご

しました。みんなのお花見はどうでしたか？☺

ヨゥトンファ

ハッカハッカ

ビョウリ

ジャカランダ すご

ア ン ジ ェ ラ ・ チ ェ ン国 　 際
交 流 員

お花見お花見お花見
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経営所得安定対策の概要

対象作物目　的 交付対象者

畑作物の直接支払交付金
【数量払】

○品質加算　　数量払の交付単価を品質に応じて増減
【面積払（営農継続支払）】
前年産の生産面積に基づき交付

注：小麦については、パン・中華麺用品種を作付けた場合は、数量払に
　　2,550円/60㎏を加算

水田活用の直接支払交付金

米の直接支払交付金

【戦略作物助成】

【二毛作助成】　1.5万円 /10a　　【耕畜連携助成】　1.3万円 /10a

【米の生産数量目標を守った農業者が対象】

お気軽に、無料電話相談

お問い合わせ、
ご相談は

サア ミナハイロー

0120-38-3786

【産地資金】 地域の実情に即して、麦・大豆等の戦略作物助成の対象作物の生
産性向上、地域振興作物や備蓄米の生産の取組等を支援

対象作物 交付金額
小麦【水田・畑地】 6,360円/60㎏
二条大麦【水田・畑地】 5,330円/50㎏
六条大麦【水田・畑地】 5,510円/50㎏
はだか麦【水田・畑地】 7,620円/60㎏
大豆【水田・畑地】 11,310円/60㎏

【水田・畑地共通】

対象作物 交付金額
てん菜 6,410円/トン
でん粉原料用ばれいしょ 11,600円/トン
そば【水田・畑地】 15,200円/45㎏
なたね【水田・畑地】 8,470円/60㎏

対象作物 交付単価
麦、大豆、飼料作物 3.5万円/10a
米粉用米、飼料用米、WCS用稲 8.0万円/10a
そば、なたね、加工用米 2.0万円/10a

2.0万円／10ａ
1.5万円／10ａ

米価変動補塡交付金
【24年度に米の所得補償交付金の交付を受けた者が対象】

加算措置等

　24年産の販売価格が標準的な販売価格を下回った場合、その差
額を補塡

水田・畑作経営所得安定対策（収入減少影響緩和対策）
【認定農業者又は集落営農で一定の経営規模を有すること等が要件】

営農継続支払
（２万円）

平均単収

交
付
金

数量払

収量

◆　米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょの24年産収入額の合計
　が標準的収入額を下回った場合に、減収額の９割を補填
◆　対策加入者はあらかじめ一定額の積立金を拠出

畑の耕作放棄地を解消し、麦、大豆、そば、なたねを作付けた場合に、
一定額（２～３万円/10a）を最長５年間交付

再生利用交付金

生産数量目標の設定や作付確認等を行う都道府県、市町村等に対して
必要な経費を助成等

直接支払推進事業等

受　付　時　間 平日９：００～１７：００

※　経営所得安定対策に関する詳しい情報は、
　　ホームページでご覧になれます。 経営所得安定対策 検索

　平成２５年産の「経営所得安定対策」は、２４年産の農業者戸別所得補償制度等と
基本的に同じ枠組みで実施します。
　２６年産以降のあり方については、今後検討していくこととしています。

◆　販売価格が生産費を恒常的に下
回っている作物を対象として、その
差額を交付することにより、農業経
営の安定と国内生産力の確保を図る
とともに、麦・大豆等への作付転換を
促します

◆　米、麦、大豆、てん菜、でん粉原
料用ばれいしょ、そば、なたね

◆　水田については、水田活用の直接
支払交付金として、これに加えて、
飼料作物、米粉用・飼料用米、ＷＣＳ
稲、加工用米、地域特産物も対象

◆　対象作物の生産数量目標に従って
販売目的で生産（耕作）する販売農家・
集落営農

※　従来の「緑肥輪作加算」は、「水田活用の直接支払交付金」の「産地資金」に統合。従来の「規模拡大加算」は、「担い手への農地集積推進
事業」の中で実施。従来の「集落営農の法人化等に対する支援」は、「担い手・農地総合対策」の中で実施。

ご注意：携帯電話、PHS、公衆電話及びIP電話などの一部の電話はご利用い
ただくことができません。また、非通知設定のお電話からはお繋ぎできませ
んので、お手数ですが番号の前に186を押してお掛けください。
左記以外にも、最寄りの農政局、地域センター、農業再生協議会（市町村・
JA等）までお気軽にご相談ください。
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年・金・だ・よ・り

　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。また夜間・定時制課程
や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象となります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、次の年度も在学予定である場合、４月始めに再申
請の用紙が送られてきますので、引き続き学生であれば、必要事項を記入の上ご返送ください。
　また、学生でない３０歳未満の方の場合には、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の
納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があります。
　これらの制度の申請を行わず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故などにより障害が残った場合に、障
害年金を受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額には反映されません。
就職などで、収入が得られるようになった場合は、将来受け取る年金を増額するため、１０年以内であれば、保険料
を納めることができる「追納制度」を利用されることをお勧めします。
　詳しくはお住まいの市区町村役場の国民年金担当窓口またはお近くの年金事務所国民年金担当課までお問い合わ
せください。

ご存じですか？「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
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各１本ずつ合計２本をプレゼント！！各１本ずつ合計２本をプレゼント！！

応募用紙のご希望の商品のくち数記入欄（□）にくち数をご記入の上、
下記住所に郵送または下記場所に設置の応募箱にご投函ください。な
お、複数の商品にご応募される場合でも、１枚の応募用紙にてご応募
できますが、応募合計くち数が応募可能くち数となります。
ですかWebサイトからもご応募できます。

当選発表は賞品の発送をもって、発表にかえさせていただきます。
なお、各窓口には当選者（イニシャル）を掲示いたします。
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～“糖尿病”について～ ５月
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みどり保育園

PHOTO通信
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